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 西アフリカにおけるアラビア語文書史料の分布状況 
 ― ムスリム・コミュニティにおける文書活動研究の可能性 ― 
 Distribution des documents arabes en Afrique occidentale 




　 Le catalogue des documents arabes en Afrique occidentale par John Hunwick,  Arabic 
Literature of Africa , vol. 4,  The Writings of Western Sudanic Africa （2003）nous donne une image 
générale des activités documentaires chez les musulmans au Soudan occidental historique, y 
compris Mali, Sénégal, Guinée, Burkina Faso, Côte d’Ivoire, Niger et Ghana du nord, du 15 ème 
siècle jusqu’à nos jours. 
 　 Nous examinons dans cet article la distribution des documents arabes par pays et par 
époques pour la préparation des recherches historiographiques.  Cela nous révèrera que la 






が大きく進んだ（Kane 2003: 8 ― 18）。とくに Hunwickによる  Arabic Literature of Africa , vol. 4,  The 


































集にまとめた（Goody 1968）。のちに言及する歴史学者 I. Wilksも，この論集に重要な貢献をして
いる（Wilks 1968）。 

































 2 ― 1．ニジェール川中流域＝マリ中央部 
 　まずニジェール川中流域＝マリ中央部について見ていこう。 
 a．西スーダン全体で確認できる最古の文書は，マンサ・ムサの命によってトンブクトゥにモスク
を建設した 14世紀半ばの al-Sahili（c. 1290 ― 1346）のもので，それ以前のものは残っていない。 
 b．現存するトンブクトゥの主要な文書群（16世紀）の担い手は，ベルベル人（サンハージャ）の







おしてトンブクトゥの学問的文書の生産は停滞するが，この時期に  Ta’rikh al-Fattash （1591まで，














 2 ― 2．セネガンビア 
 　マリと比べてセネガンビアの文書活動に見られる目立った特徴は， 
 a．植民地支配下で際立って活発化したこと 




















































 　ところでジュラの文書からは，al-Hajj Salim Suwariの活動地が内陸デルタのジャだったことがわ
かる。ところが当のジャでは，ワンガーラの伝統は今日ほとんど忘れ去られており，かろうじて
Salim Suwariの名だけが記憶されているにすぎない（坂井 1997: 270）。ニジェール川中流域でワン
ガーラの学問伝統が失われた事実は，どのように解釈されるだろうか。 
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 　私がジャで調査した限りでは，19世紀半ばにボゾのスーフィー Alfa Boari Karabentaが









 3 ― 2．秘匿される呪術的文書 
 　19世紀末のジャについてMartyが「この町はつねにニジェール川中流域の護符作成センターと




















 　Goodyは  Literacy in Traditional Societies の序論で，伝統社会においてリテラシーの普及を限定

































 3 ― 3．年代記の作成 
 　16世紀末のモッロコによる占領をきっかけにトンブクトゥの文書活動は衰退し，17世紀をとお
してトンブクトゥの学問的文書の生産は停滞するが，この時期に重要な年代記がトンブクトゥで書
かれている。それらの年代記の中で，とくに  Ta’rikh al-Fattash と  Ta’rikh al-Sudan は，現地のウラマー
たちにとっても，西欧の歴史研究者にとっても，西スーダンの歴史の規範的な著作となる。 
 　西スーダンのウラマーたちにとって 17世紀の歴史書が規範的な重要性をもったことは，たとえ
ば 19世紀のソコトの Uthman dan Fodioとマーシナの Shaykh Amaduがイスラーム国家を建設す
るに際して，それらの歴史書に描かれたソンガイに国家統治の一つのモデルを見出していたこと
からうかがうことができる。そのことを前提として，Shaykh Amaduが  Ta’rikh al-Fattash の記述を








 　 Ta’rikh al-Sudan は 1853年にドイツの H. Barthがトンブクトゥを訪れたときにその存在を知り
一部を筆写して持ち帰ったことから，また  Ta’rikh al-Fattash はフランスのジャーナリスト Felix 
Duboisがトンブクトゥで 1895年にコピーを入手したことから，西欧世界に知られることになっ
た。これらの著作は，Ecole des Langues Orientales vivantes教授 Octave Houdasとその娘婿で仏領
西アフリカの行政官となるMaurice Delafosseによって校訂・翻訳され，出版された（ Sudan : 1898 ―
 1900,  Fattash : 1913）。 





















豊かにもっている（Hunwick 2003: 3 ― 4）。同様の歴史記録は，やはりニジェール川中流域からセ
ネガンビアに移住したジャカンケにも数多く見られる（Sanneh 1989）。ヴォルタ川流域の  Gonja 






































達していたという（Triaud 2010: 924）。 
 　ところが植民地統治が進行する中で，スーフィー教団は実質的な社会集団として成長してくる（坂




正統性を表していた」（Triaud 1997: 11）。 
 　Malik Sy（1855 ― 1922）の指導するティヴァワンのティジャーニー教団，Abdullai Niasse（1848 ―
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1986: 558）。そのかわりサハラ以南のイスラーム研究は，純粋に植民地統治上の必要から Bureau 
















 　それらの中で重要な人物としては，Delafosseの依頼で  Chroniques du Fouta Sénégalais （1913, 
Henry Gadenによるフランス語訳のみ現存）を書いた Sire Abbas Soh（Kane 2003: 14），Gadenの
下で 1923 ― 24年にセネガル川流域の広範な歴史，地理，風俗を取り扱う  Zuhul al-basatin fi ta’rikh 
al-sawadin を書いた Musa Kamara（1864 ― 1943）らがいる（Hunwich 2003: 465 ― 466）。Gadenと
Delafosseは後者の著作も翻訳・出版を計画したが，あまりの大部のために果たせなかった。その




年に翻訳出版されている（Kane 2003: 15 ― 16）。 
 　ところでWilliam Pontyが仏領西アフリカ総督になると，1911年に植民地の行政言語としてアラ
ビア語を用いることは禁止された（Harrison 1988: 51 ― 52）。そのため植民地の統治にフランス語が
用いられたマリでは，植民地行政官と現地人ウラマーの協働による新しいアラビア語著作は生まれ
てきていない。しかしもう一世代後になって，フランス語による教育を受けてダカールの IFANの
研究員となった Amadou Hampaté Bâ（1901 ― 1991）が，J. Dagetと共著の形で全面的に口頭伝承に
依拠したマーシナのジハード国家の歴史書  Empire peul du Macina （1955）を著している。アラビ
ア語文書と断絶した形での口頭伝承研究は，フランス語圏では Y. Personのサモリ研究（1968 ― 75）
や川田順造のモシ研究のような独自の成果を生み出すことにもなった。 
 　西欧の研究者と現地のウラマーとの協働による歴史研究は，仏領西アフリカとは別の形で英領黄






ラソなど，仏領西アフリカのジュラの町々に拡大していった（Wiks 2011: 7 ― 10）。 





の聞き取りをベースとして，1968年の論文“The Transmission of Islamic Learning in the Western 
Sudan”を執筆し，それがその後のヴォルタ川流域のイスラーム史研究を方向づけたのである（中
尾 2017: 429 ― 430）。 
 　この論文の意義は，（a）ヴォルタ川流域のイスラーム史の基礎を作ったこと，（b）ジュラの学問
伝統が 15世紀にジャで活動した al-Hajj Salin Suwariまでさかのぼることを明らかにしたこと，（c）




ドを否定するジャカンケの平和主義的イスラームの伝統を研究し（Sanneh 1989, 坂井 2003: 199 ―
 220），Hunterは 18世紀末ギニアのトゥバでジャカンケ独自の神秘主義的教説の中心人物となった
Karamoko Baに由来する  asrar 関係の文書群とその活用法に関する貴重な研究をしている（Hunter 





うした英語圏のイスラーム研究が，N. Levtzionや J. R. Willisらの研究を介してようやくフランス
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をリストアップしている（Hunwick 2003: 244 ― 247）。 





事情局のMarcel Cardaireと共著の形で 1957年にフランス語で出版している（坂井 2016, Hunwick 

































































表題で 2015年 6月 20日に発表した原稿をもとにしている。『アカデミア』に掲載することを了解
してくださった同研究会の代表者である苅谷康太氏に感謝します。 
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